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みてください、このたのしそうなかおを／

遠賀中央幼稚園　（9月23日）
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上のうこきは智謹驚）
i　人　口　　13・071人（＋114）
I　　男　　　6．330人（＋54）

さ　　女　　　6．741人（＋60）

i　世帯数　　　　3．614声（＋21）
I

（）内は前月比

26　23　211814

日　日　日　日　日

役場の電話番号は、3－1234　です。

花
　
暦
　
　
き
く
（
清
掃
、
貞
操
）

誕
生
石
　
　
オ
パ
ー
ル
（
温
和
）

1
0
月
の
書
簡
用
語

仲
秋
、
秋
冷
、
秋
雨
、
名
月

紅
葉
、
稲
刈
、
ゆ
く
秋

目
の
愛
護
デ
ー

鉄
道
記
念
日

統
計
の
白

土
用
人

短
信
種
話
記
念
日

原
子
力
の
日

1
0
月
の
こ
よ
み

神
無
月
（
か
ん
な
づ
き
）

神
々
が
出
雲
の
国
に
集
ま
る
と
い

う
こ
と
か
ら

⑮
　
日
　
　
体
育
の
日
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年度別財政規模の推移

50　　　51　　　52　　　53

（年度）

昭和53年度一般会計収入状況表

費　　　　　　　目 �決算額 （千円） �対前年度 増減額 （千円） �構成比1％ 

1　町　　　　　　　　　税 �403，643 �52．488 �14．5 

2　自動車重畳譲与税 �17．506 �614 �0．6 

3　娯楽施設利用税交付金 �22．956 �△822 �0．8 

19．151 �2，031 �0．7 

5　地　方　交　付　税 �543，219 �54，879 �‾19．5 

1，767 �125 �0．1 

7　分担金及び負担金 �70，711 �10，198 �2．6 

8　使用料及び手数料 �4，838 �20 �0．2 

9　国　庫　支　出　金 �587，825 �107，776 �21．1 

10　県　　支　　出　　金 �156，210 �59，704 �5．6 

11財　　産　　収　　入 �47，335 �△6．176 �1．7 

成　寄　　　　附　　　　金 �88，581 �6，232 �3．2 

13　繰　　　　入　　　　金 �45，445 �12，4務 �1．6 

14　繰　　　　越　　　　金 �166，410 �△20．413 �6．0 

15　諸　　　収　　　　入 �226，753 �23，479 �8．2 

16　町　　　　　　　　　償 �378，鎚0 �119，710 �13．6 

歳　　入　　合　　計 �2，781，230 �422．301 �100．0 

国民年金は、毎月月末が納期です。

財
政
事
情
の

公
表
に
あ
た
っ
て

今
年
の
経
済
状
況
は
、
財
政
危
機
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
物
価
上
昇
の
危
機

な
ど
深
刻
な
経
済
危
機
の
な
か
で
進
展

し
ょ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く

安
定
経
済
へ
と
回
復
す
る
こ
と
を
頼
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
昭
和
5
3
年
慶
遠
賀
町
の
決
算

見
込
額
が
出
ま
し
た
の
で
、
そ
の
内
容

を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
と
共
に
、
町

政
に
対
す
る
ご
認
強
を
深
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

昭
和
5
3
年
度

一
般
会
計
の
概
況

昭
和
邦
年
度
の
当
初
予
算
額
は
、

二
十
億
六
千
五
百
二
十
六
万
円
で
し
た

が
、
そ
の
後
補
助
事
業
等
の
決
定
や
単

独
草
葉
の
施
行
等
に
よ
り
、
最
終
予
算

額
は
、
二
十
五
億
九
千
七
百
八
十
万
八

千
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
決
算
額
は
、
殺
人
二
十

七
億
八
千
百
二
十
三
万
円
、
歳
出
二
十

六
億
九
百
八
十
四
万
七
千
円
で
差
引
残

額
一
億
七
千
百
三
十
八
万
三
千
円
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
翌
年
度
へ
事
業
に
附

賭
し
た
繰
越
は
な
く
実
質
収
支
額
は
、

一
億
七
千
百
三
十
八
万
三
千
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

収
入
の
状
況

歳
入
総
額
は
二
十
七
億
八
千
百
二
十

三
万
円
で
、
前
年
に
比
べ
る
と
1
7
・
9

％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
湖
は
別
表
の
と
お
り
で
す
が
、
収

入
全
体
の
な
か
で
国
匝
支
出
金
の
比
率

が
2
1
・
1
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
地

方
交
付
税
（
約
・
5
％
）
町
税
（
1
4
・

5
％
）
の
頂
に
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
の
な
か
で
前
年
度
に
比
べ
て
減

額
に
な
っ
た
費
目
は
、
財
産
収
入
（
Ⅱ

・
5
％
）
、
繰
越
金
、
娯
楽
施
設
利
用

税
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
増
と
し
て
は
、
建
設
諺
業
の
実

施
に
伴
な
う
町
儀
や
国
庫
支
出
金
、
県

支
出
金
が
大
き
く
、
他
に
繰
入
金
、
分

担
金
及
び
負
担
金
等
が
前
年
に
比
べ
て

増
収
し
て
い
ま
す
。

支
出
の
状
況

戯
曲
総
額
二
十
六
億
九
百
八
十
四
万

七
千
円
で
、
前
年
に
比
べ
て
鳩
・
0
％

の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
大
別
す
る
と
消
費
的
経
費
と

投
資
的
経
費
及
び
そ
の
他
に
分
類
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
各
々
の
支
出
構

成
比
は
別
表
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
前
年
度
よ
り
顕
著
に
増
え
た
費
目

は
、
公
債
費
を
筆
頭
に
普
通
建
設
事
業

費
、
扶
助
費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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性質別支出状況表

区　　　　分 �決算額 （千円） �構成比 ％ 

人　　　件　　　費 �380，543 �14． 

物　　　件　　　費 �224．916 �8． 

維　持　補　修　費 �16，937 �0． 

扶　　　助　　　費 �182，500 �7． 

補　助　数　等 �170．953 �6． 

公　　　倣∴∴∴費 �12銃．哩 �10． 

殺∴∴∴立　　　金 �119，168 �4． 

授賞出費及び貸付金 �58，810 �2． 

繰　　　出　　　金 �11，030 �0． 

1，062，841 �40． 

災害復旧野菜費 �9，197 �0． 

失業対策事業費 �100，906 �4． 

合　　　　計 �2，609，847 �100． 

一般会計住民負担の状況

ト一世帯当り1

6u●47鬱

昭和53年度一触会計支出状況表

費　　　　目 �決算額 （千円） �対前年度 増減額 （千円） �構成 ％ 

1　議　会　費 �51，269 �4．736 �2． 

2　総　務∴賀 �358，959 �24，879 �13． 

3　民　生　費 �304．650 �34，409 �11． 

4　衛　生　費 �88．184 �11，785 �3． 

5　労　働　質 �106，900 �△8，908 �4， 

6　農林水産業費 �148．076 �34，930 �5． 

7　商　工　費 �12，605 �485 �0， 

8　土　木　費 �668．674 �153，632 �25． 

9　消　防　費 �66．832 �828 �2． 

10　教　育．費 �526，988 �23，185 �20． 

11災害復旧費 �9．197 �△7，38 �0． 

12　公　債　費 �266．495 �146，161 �10． 

13　譜支　出　金 �1，012 �△1，407 � 

14　予　備　費 � � � 

歳　出　合　計 �2，609．847 �417，328 �100． 

スポー　ツに、読書に、健康の秋
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※泉代使用料

種別 �普　通 �芝　生 �自　由 �碑石形 
区分 �墓　地 �墓　地 �墓　地 �像　類 

町　内 �55，000 �50，000 �61，000 �63．500 

町　外・ �60、5（鳩 �55．000 �67．500 �70，000 

難単価は1平方メートル当りを示す。

〔卿55，000円×4心＝220，000円

※管理料

種別 �普i通 �妻生 �自　由 �碑石形 
区分 �墓　地 �墓　地 �墓　地 �像　類 

町　内 �15．000 �18．000 �15．000 �15．000 
・町‘外 �18，750 �盆、500 �18，750 �18．750 

類単価は1平方メートル当りを承す。（15年分）

〔例〕普通　戴，750円×6筋＝112，500円
芝生　22，500円×4正妻90，000円

自転車はカ　ギ　と名前がよい見張り

西
日
本
最
大
の
公
団
基
地

（
町
営
）
　
遠
賀
霊
園
募
集
中

○
永
代
使
用
料
と
は
霊
園
内
の
土
地
を

分
譲
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
永
久
に
使

用
す
る
権
利
を
取
得
す
る
た
め
の
代
金

です。
○
管
理
料
と
は
霊
園
の
美
化
保
存
と
墓

所
等
の
清
掃
、
そ
の
他
霊
園
遜
皆
に
要

す
る
経
費
で
す
。

○
管
理
料
は
基
金
を
積
立
し
、
こ
れ
の

運
用
で
経
営
管
理
を
行
う
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

○
開
園
よ
り
1
5
年
後
に
物
価
変
動
に
よ

り
再
徴
収
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
中
込
の
手
続

○
使
用
区
画
数
／
墓
所
の
使
用
は
使
用

者
一
世
帯
に
つ
き
一
区
間
ま
で
で
す
。

（
町
外
の
方
も
申
込
み
が
で
き
ま
す
。
）

受
付
申
込
場
所

遠
賀
町
大
字
虫
生
津
字
左
山

一
七
四
〇
～
一

遠
賀
霊
園
セ
ン
タ
ー

寵
論
詰
3
3
告

※
申
込
に
必
要
な
も
の

住
民
異
動
の
届
出
は
1
4
日
以
内
に

次
の
住
民
異
動
事
項
が
生
じ
た
と
き

は
、
住
民
基
本
台
帳
法
と
い
う
法
律
に

よ
り
届
出
の
励
行
な
ど
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
本
人
又
は
世
帯
主

は
必
ず
期
限
内
に
届
出
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

▽
町
外
か
ら
転
入
し
た
と
き
は
、
転
入

し
た
日
か
ら
1
4
日
以
内
に
。

▽
町
内
で
住
所
を
移
転
し
た
と
き
は
移

転
し
た
日
か
ら
1
4
日
以
内
に
。

▽
世
帯
主
が
転
出
、
死
亡
に
よ
り
変
っ

た
と
き
は
、
1
4
日
以
内
に
。

▽
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
番

地
と
実
際
に
住
ん
で
い
る
番
地
が
相

違
し
て
い
る
場
合
は
速
や
か
に
。

▽
生
活
を
主
宰
し
て
い
る
世
帯
主
と
住

民
票
記
載
の
世
帯
主
が
相
違
し
て
い

る
場
合
も
速
や
か
に
。

▽
町
外
に
転
出
す
る
と
き
は
、
転
出
す

る
前
日
ま
で
に
。

住
民
登
録
の
ル
ー
ル
違
反
は
あ
り
ま
せ
ん
か

1
申
請
者
の

住
民
票
謄
本

1
通2

申
請
者
の

印
鑑
（
認
印
）

※
な
お
、
詳
し

い
こ
と
は
前
記

の
遠
賀
霊
園
セ

ン
タ
ー
に
お
問

い
合
わ
せ
下
さ

▽
自
分
だ
け
の
利
益
の
た
め
に
次
の
よ

う
な
ル
ー
ル
造
反
は
絶
対
に
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

○
住
宅
を
蟻
大
し
た
り
又
は
新
築
中

の
人
が
そ
の
家
に
住
ん
で
い
る
こ

と
の
証
明
が
な
い
と
融
資
が
受
け

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ま
だ

引
越
し
も
し
て
な
い
の
に
転
入
届

を
す
る
こ
と
。

○
革
厚
証
明
を
取
得
す
る
た
め
や
、

選
挙
の
目
的
で
知
人
の
家
に
同
居

し
て
い
る
よ
う
に
偽
っ
て
届
出
す

る
こ
と
。

○
そ
の
他
何
ら
か
の
目
的
で
一
時
的

居
所
を
住
所
地
と
し
て
転
入
等
の

届
出
を
す
る
こ
と
。

○
自
分
の
意
思
だ
け
で
適
当
に
住
民

登
録
の
住
所
を
定
め
ろ
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
に
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、
遠
賀
町
が

住
所
地
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
世
帯

主
は
置
ち
に
転
出
届
を
し
て
く
だ
さ

い。○
東
京
や
大
陵
な
ど
の
大
学
に
い
っ

て
い
る
の
に
住
民
登
録
だ
け
は
、

遠
賀
町
に
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
ろ

（
春
、
夏
、
冬
の
休
み
に
帰
省
し

て
も
下
宿
先
等
が
住
所
地
で
す
）

0
1
年
以
上
引
続
き
入
院
し
て
い
る

場
合
は
、
入
院
先
が
住
所
地
と
な

り
ま
す
。

0
妻
子
の
住
所
が
町
外
に
あ
り
、
自

分
だ
け
仕
事
の
関
係
で
当
町
に
住

ん
で
い
て
も
土
、
日
曜
に
は
妻
子

の
家
に
帰
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ

ば
、
妻
子
の
と
こ
ろ
が
住
所
地
と

な
り
ま
す
。

郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金

1
2
兆
円
突
破
に
つ
い
て

国
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し

た
「
郵
便
局
の
簡
易
保
険
」
は
、
毎
年

1
0
0
万
件
以
上
の
新
規
加
入
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
お
陰
様
で
、
資

金
総
額
が
、
去
る
8
月
紳
日
に
1
2
兆
円

に
達
し
ま
し
た
。
一
口
に
1
2
兆
円
と
い

っ
て
も
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
国
民

一
人
当
た
り
約
m
万
円
の
お
金
を
簡
易

保
険
に
預
け
て
い
る
の
と
同
様
の
勘
定

に
な
り
、
そ
の
膨
大
さ
が
ご
理
解
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
こ
の
簡
保
資
金
は
ど
の
よ
う

に
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
皆

様
が
日
常
何
気
な
く
利
用
さ
れ
て
い
る

鉄
道
や
道
路
あ
る
い
は
県
や
市
町
村
で

建
設
す
る
学
校
や
住
宅
、
公
園
等
に
融

資
さ
れ
、
豊
か
な
町
づ
く
り
、
住
み
よ

い
社
会
づ
く
り
に
役
立
っ
て
お
り
ま

す。
当
遠
賀
町
に
も
強
年
度
中
に
公
営
住

宅
建
設
寧
業
に
5
、
6
4
0
万
円
が
融

資
さ
れ
、
総
額
で
4
1
、
9
2
7
万
円

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

郵
便
局
と
し
ま
し
て
は
、
こ
れ
を
機

会
に
、
簡
易
保
険
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
国
民
生
活
の
向
上
、
発
展
に
役
立

つ
よ
う
、
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す。

遠
賀
川
郵
便
局
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自転車はカギと名前がよい見張

全国防犯運動

10月11日一20日

朝肌寒くなります。風邪をひかないように。

全
国
防
犯
運
動
が
同
月
n
日
（
木
）

か
ら
1
0
日
2
0
月
（
土
）
ま
で
の
1
0
日
間

「
あ
き
巣
ね
ら
い
」
及
び
自
転
帝
盗
み

の
防
止
を
重
点
に
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
秋
期
に
多
発
す

る
侵
入
盗
・
自
転
車
蕗
な
ど
の
防
犯
を

重
点
と
し
た
も
の
で
す
。

あ
き
巣
ね
ら
い

防
止

県
下
で
は
投
入
盗

が
昨
年
1
6
0
8
4

件
、
今
年
は
6
月
ま

で
7
9
5
6
件
が
発

生
し
：
つ
ら
あ
き
巣

ね
ら
い
は
昨
年
7
6

3
9
件
、
今
年
は
6

月
ま
で
3
8
3
0
件

が
発
色
し
て
い
ま
す

被
害
煩
悶
は
出
入
口

の
戸
締
り
不
十
分
に

よ
る
も
の
が
大
半
を

占
め
、
つ
い
で
ガ
ラ

ス
破
り
が
多
く
な
っ

て
お
り
、
平
素
か
ら

次
の
こ
と
に
心
掛
け

被
害
に
か
か
ら
な
い

よ
う
に
い
た
し
ま
し

ょ
、
つ
o

㈲
ち
ょ
っ
と
の
留
守
に
も
戸
締
り
が

完
全
で
あ
る
か
ど
う
か
も
う
一
度
確
か

めろ。㈲
明
る
い
う
ち
に
帰
宅
す
る
と
き
は

な
る
べ
く
雨
声
は
し
め
な
い
。

㈲
二
・
三
日
外
泊
な
ど
で
稲
守
に
す

か
か
っ
て
い
て
も
貧
弱
は
カ
ギ
が
多
い

よ
う
で
す
。
自
転
車
窪
か
ら
被
害
を
脆

ぐ
た
め
に
は
次
の
こ
と
に
注
惑
し
ま
し

ょ
、
つ
。用

カ
ギ
は
、
く
さ
り
錠
や
馬
て
い
錠

は
ど
じ
ょ
う
ぷ
な
も
の
を
取
付
け
る
。

㈲
家
周
囲
で
も
軒
先
や
路
上
に
置
き

放
し
に
せ
ず
、
特
に
夜
間
は
必
ず
基
内

に
し
ま
っ
て
お
く
。

㈲
折
尾
署
で
は
常
時
防
犯
登
録
を
実

施
し
て
お
り
、
又
住
所
・
氏
名
・
彊
講

談
号
を
記
入
し
て
事
体
に
張
り
つ
け
る

紀
名
シ
ー
ル
　
（
一
枚
2
0
円
）
も
あ
っ
せ

ん
し
て
い
ま
す
。

㈲
カ
ギ
を
か
け
て
い
て
も
監
視
出
来

る
と
こ
ろ
に
駐
車
し
時
々
整
祝
し
よ

ー
フ
o

㈹
玄
関
・
勝
手
口
・
窓
な
ど
の
出
入

口
に
は
必
ず
頑
丈
な
施
錠
設
備
を
す

る
。
一
つ
の
カ
ギ
よ
り
二
つ
の
カ
ギ
を

ま
た
は
格
子
な
ど
で
補
強
を
す
る
。

㈲
ち
ょ
っ
と
の
間
で
も
外
出
す
る
と

き
は
、
必
ず
カ
ギ
を
か
け
隣
近
所
に
ひ

と
声
か
け
て
留
守
を
頼
む
。

る
と
き
は
、
新
聞
や
郵
便
物
な
ど
の
取

り
片
付
け
を
隣
近
所
に
頼
ん
で
お
く
。

㈲
お
金
や
質
感
品
を
保
管
す
る
場
合

タ
ン
ス
、
鏡
台
、
仏
壇
の
引
出
し
な
ど

は
必
ず
ね
ら
わ
れ
る
の
で
保
管
場
所
を

工
夫
す
る
。

㈲
多
額
の
現
金
は
家
に
種
か
な
い
で

預
金
し
て
お
く
。

㈹
見
知
ら
ぬ
人
を
見
か
け
た
ら
ひ
と

声
か
け
て
用
件
を
確
か
め
怪
し
い
と
思

っ
た
ら
す
ぐ
1
1
0
番
で
暫
寮
へ
通
報

する。自
転
車
盗
防
止

県
下
で
は
昨
年
9
0
6
2
台
、
今
年

は
6
月
ま
で
に
3
6
8
8
台
の
自
転
車

が
盗
ま
れ
被
害
自
転
車
の
ほ
と
ん
ど
が

カ
ギ
を
か
け
て
な
い
か
、
ま
た
カ
ギ
が

元
ソ
抑
留
者
の

登
録
申
請
と
運
動
参
加
を
／

私
選
は
、
終
戦
後
ソ
連
地
区
に
強
制

抑
留
さ
れ
た
旧
軍
人
・
一
般
邦
人
及
び

そ
の
遺
族
の
か
た
が
た
で
、
ソ
連
抑
留

者
遠
賀
郡
支
部
を
鮭
成
し
て
在
ソ
遭
帰

の
早
期
返
還
と
強
制
労
働
に
対
す
る
補

償
要
求
連
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
そ
の
実
現
を
は
か
る
た
め
、
当

支
部
に
於
て
補
償
要
求
叢
録
噂
話
を
受

付
け
て
い
ま
す
。
未
加
入
の
方
は
1
0
月

0
0
日
ま
で
に
、
下
紀
の
連
絡
先
か
郵
務

局
に
手
続
を
し
て
下
さ
い
。
か
ら
だ
の

不
自
由
は
方
は
連
絡
が
あ
れ
ば
伺
い
ま

す。∇
連
絡
先

達
讃
即
広
渡
新
町
1
3
　
下
野
挫
次

秘
話
へ
3
）
　
1
2
0
6

▽
事
務
局

水
巻
町
頃
末
1
1
5
番
地
　
松
下
設

計
調
査
部
落
所
内
　
松
下
正
雄
∴
砥

話

0

9

3

（

2

0

1

）

2

8

5

5

無
縁
墳
墓
の
敵
襲
が
あ
り
ま
す

関
係
者
が
あ
れ
ば
届
出
て
下
さ
い
。

▽
所
在
地
∴
愛
媛
県
周
桑
那
丹
原
町
大

宇
宙
松
柏
1
7
1
0
番
地

。
名
　
称
　
な
し

。
届
出
期
限
　
昭
和
5
4
年
1
0
月
1
9
日

。
届
出
先
　
串
原
町
役
場
∴
座
薬
謙

瑠
謡
0
8
9
8
6
　
（
8
）

▽
所
在
地
∴
神
奈
川
県
大
和
市
下
鶴
岡

字
乙
5
号
2
7
2
4
の
1

。
名
　
称

。
届
出
期
限

o
屈
出
先

▽
所
在
地

。
名
　
称

。
届
出
期
限

。
届
出
雉

な
し昭

和
顔
年
1
0
月
3
1
日

大
和
市
役
所
市
民
挫
廉
潔

璃
話
0
4
6
2
　
（
6
3
）

兵
庫
県
龍
野
市
揚
西
町
土

師
字
南
垣
内
3
2
3
番
地

な
し昭

和
5
4
年
1
0
月
3
1
日

兵
庫
県
土
地
開
発
公
社
姫

路
用
地
事
務
所
　
結
語
0

1

9

2

　

（

8

9

）

2

2

5

7

▽
大
分
苗
大
字
志
村
・
同
大
字
北
・
岡

大
字
角
手
原
・
同
大
学
横
田

。
名
∴
称
　
安
永
ト
ヨ
外
1
5
2
韮
（

明
細
は
遠
賀
町
役
場
に
有

り
ま
す
）

o
届
出
期
限
　
晰
和
5
4
年
1
0
月
3
1
日

。
届
出
免
　
大
分
県
新
産
業
都
市
開
発

局
大
在
土
地
区
画
駆
理
鄭

砥
話
0
9
7
5
9
（
2
）

3

0

0

0



第228号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「広報おんが」（6）

私達の遠賀町　　自然を大切に

別
　
府
　
　
今

秋
晴
れ
の
年
後
、
今
古
賀
と
別
府
を

つ
な
ぐ
石
稲
を
渡
り
山
裾
を
巡
る
と
、

今
泉
神
社
の
下
に
出
ろ
。

罫
か
っ
た
臼
射
し
も
さ
す
が
に
遠
ざ

か
り
、
樹
々
た
ち
は
緑
を
う
ち
ふ
ろ
。

水
も
澄
ん
で
、
岸
の
草
も
美
し
い
色
を

泉「
遠
賀
那
籠
」
に
よ
る
と
、
神
社
か

ら
の
眺
め
の
雄
大
な
こ
と
が
知
ら
れ
る

が
、
今
は
樹
木
の
隙
間
か
ら
、
遠
く
遠

賀
田
圃
が
偲
ば
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

神
社
に
参
り
、
思
弁
の
脇
の
お
堂
に

寄
る
と
、
あ
ざ
や
か
な
十
一
両
観
音
の

消
防
一
一
九
コ
ー
ナ
ー

『
あ
な
た
の
家
の
風
呂
釜
は

見
せ
て
く
れ
る
。
小

魚
の
姿
も
時
々
見
え

て
自
然
は
秋
へ
ま
っ

し
ぐ
ら
と
い
う
と
こ

ろ。
今
泉
神
社
の
急
な

石
段
を
登
り
、
馬
井

を
く
ぐ
る
と
広
々
と

し
た
境
内
だ
。
で
も

何
と
な
く
荒
れ
た
感

じ
。
神
殿
の
賛
揖
き

屋
根
も
古
び
て
、
こ

の
秋
に
ふ
さ
わ
し

立
像
を
拝
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
鎌
倉
期

の
作
で
あ
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
腿
ち
か

は
そ
の
顔
か
ら
は
、

古
い
感
じ
を
味
わ
う

こ
と
は
難
し
い
。
そ

れ
で
も
仏
像
を
見
つ

め
て
い
る
と
、
虚
心

を
感
じ
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
仏
像
は
い

つ
も
人
の
心
を
見
つ

め
、
人
の
心
の
中
に

時
々
渡
る
よ
う
に
厨
に
湿
っ
た
よ
う

に
鳥
の
声
も
澄
ん
で
聞
え
る
。
祭
神
の

一
と
柱
に
日
本
武
蛍
の
あ
る
こ
と
は
、

こ
の
あ
た
り
の
神
社
と
同
じ
伝
統
で
あ

ろ
う
。
永
禄
二
年
大
友
宗
麟
の
兵
火
で

文
蕾
や
器
物
な
ど
灰
揺
と
な
っ
た
。
そ

の
後
小
早
川
隆
景
の
代
に
及
ん
で
、
千

代
丸
城
を
守
っ
て
い
た
安
増
甚
左
工
門

に
社
殿
の
修
猿
を
命
じ
だ
と
、
曹
か
れ

て
い
ろ
。

安
ら
か
さ
を
注
い
で
く
れ
る
。

堂
の
側
に
並
ん
だ
自
然
石
の
六
地
蔵

さ
ま
も
、
何
か
淋
し
く
、
そ
の
前
の
十

三
仏
さ
ま
も
盤
然
と
秋
空
を
守
っ
て
い

ろ。

爽
涼
に
借
て
ば
黙
し
て
仏
た
ち

か
ん
ば
せ
の
秋
に
傾
き
き
仏
の

（
片
山
花
御
史
）

前
回
今
古
賀
の
一
字
一
石
塔
の
享
保

は
、
宝
暦
と
誤
り
で
し
た
。

だ
い
じ
ょ

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を
燃
料
と
す
る
風
呂

糞
は
、
最
近
目
覚
ま
し
く
普
及
し
、
私

達
の
日
常
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
風
呂
釜
は
非
常

に
便
利
で
あ
る
反
面
、
浴
室
の
構
造
、

釜
の
機
能
、
使
用
方
法
、
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
特
怪
な
ど
を
良
く
理
解
し
な
い
で

使
用
す
る
と
、
大
き
な
革
故
に
な
り
尊

い
人
命
、
費
重
な
財
産
を
失
は
い
ま

す。郡
内
で
も
先
月
風
呂
釜
に
よ
る
火
災
が

起
き
て
い
ま
す
。
奥
さ
ん
「
あ
な
た
の

家
の
風
呂
窓
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
で
す
か

9
」
も
う
一
度
風
呂
釜
な
ど
を
確
認
し

疎
放
防
止
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

◎
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
性
質

1
　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
は
、
空
気
の
1
・
5
倍

重
く
、
漏
れ
た
場
合
は
下
に
た
ま
る
。

2
　
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
1
燃
焼
す
る
の

に
、
非
常
に
多
く
の
空
気
が
必
要
で
す

の
で
、
換
気
を
十
分
に
す
る
。

3
　
空
気
中
に
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
が
2
・
4
～

9
％
混
じ
る
と
爆
発
し
や
す
い
状
態
に

な
り
ま
す
。

⑥
ホ
ー
ス
、
釜
、
浴
室
の
構
造

1
　
ホ
ー
ス
は
定
期
的
に
石
け
ん
水
を

う
ぶ
で
す
か
？
』

塗
っ
て
、
ガ
ス
漏
れ
の
有
無
を
検
査
し

古
い
ホ
ー
ス
は
新
品
と
番
え
る
。

2
　
屋
内
に
鎧
を
設
置
す
る
勘
合
は
、

空
気
給
供
口
を
下
に
、
排
気
筒
は
屋
外

ま
で
出
す
。
（
バ
ラ
ン
ス
釜
、
屋
外
に

雀
を
設
け
る
場
合
は
除
き
ま
す
）

3
　
時
々
、
空
焚
防
止
薬
寵
の
作
動
を

確
認
す
る
。

◎
ガ
ス
が
漏
れ
た
場
合

1
　
脂
気
器
具
の
ス
イ
ッ
チ
は
、
入
れ

た
り
、
切
っ
た
り
す
る
と
、
漏
れ
た
ガ

ス
に
ス
パ
ー
ク
し
危
険
で
す
、
ス
イ
ッ

チ
操
作
は
し
な
い
。

2
　
掃
き
出
し
H
、
出
入
口
の
戸
の
両

方
を
あ
け
、
ホ
ウ
キ
で
漏
れ
た
ガ
ス
を

掃
き
出
す
。

3
　
ガ
ス
会
社
、
消
防
署
に
連
絡
し
処

置
を
し
て
も
ら
う
。

響
肉
火
災
・
救
急
件
数

（
1
月
か
ら
7
月
ま
で
）

秋
の
健
康
管
理

食
欲
の
秋
、
運
動
の
秋
、
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
秋
は
一
年
を
通
じ
て
、
最
も

低
廉
的
な
季
節
で
す
。
昼
間
は
ま
だ
暖

か
い
の
で
す
か
、
硬
に
な
る
と
、
冷
え

て
気
温
の
変
化
が
は
げ
し
い
の
で
、
か

ぜ
を
ひ
か
な
い
よ
う
に
乾
布
マ
サ
ツ
に

よ
る
皮
膚
の
鍛
練
を
し
て
、
体
質
改
善

を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

乾
布
マ
サ
ツ
は
、
裸
に
な
っ
て
乾
い

た
タ
オ
ル
を
使
っ
て
行
な
い
ま
す
。

Ju

タ
オ
ル
の
中
ほ
ど
を
結
ぶ
か
又
は
、

こ
ぶ
が
で
き
る
ま
で
、
し
っ
か
り
ね
じ

り
、
も
ど
ら
な
い
よ
う
に
し
て
、
皮
膚

に
当
て
て
こ
す
り
ま
す
。

こ
の
時
、
皮
膚
が
赤
く
な
る
ま
で
し

っ
か
り
こ
す
り
、
手
、
首
、
背
中
、
瞑

胸
、
腹
か
ら
足
へ
と
順
々
に
行
な
い
ま

す。
乾
布
マ
サ
ツ
が
終
る
頃
に
は
、
か
ら

だ
が
ポ
カ
ポ
カ
に
な
り
涼
し
い
朝
の
空

気
が
ひ
ん
や
り
し
て
気
詩
の
よ
い
も
の

です。こ
の
う
え
ラ
ジ
オ
体
操
で
も
や
れ
ば

朝
食
も
お
い
し
く
な
る
で
し
ょ
う
。



7）「広報おんが」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第228号

チョット　ーコマ

9月23日　遠中にて

互いにかけあう　声と　カ　ギ両隣

同
和
教
育
　
の

め
　
ざ
　
す
も
　
の
　
　
田

醐
那
覇
で
、
「
繁
雄
に
お
け
る
即
妙

l
t
，
い
・
ヽ

教
育
」
は
、

●
務
談
溝
排
を
郵
じ
て
、
難
業
を
水

餅
に
し
・
酸
し
く
な
い
こ
と
は
鮮

入

対
に
許
さ
な
い
さ
び
し
さ
を
身
に

つ
け
ろ
こ
と

●
差
別
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
た
め

に
、
み
ん
な
で
カ
を
合
わ
せ
、
仕

え
ら
い
∴
∴
∴
∴
じ

合
わ
せ
な
未
来
を
、
白
・
－
－
九

管
楽
つ
く
り
饗

出
し
、
き
り
ひ
ら
い
で

い
く
力
を
育
て
て
い
く
こ
と

に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
し
た
。

能
義
萩
に
お
け
る
離
靴
統
談

融
通
の
蕊
難
読
や
鐘
款
な
ど
が
、

L
P
業
∵
！
筈
に
－
∴
∴
∴
∴
“
馨

社
会
問
題
と
し
て
大
き
く
と
り
あ
け
ら

も
ん
め
い
∴
－
モ
ん
う
さ

れ
て
く
る
ほ
つ
れ
て
、
人
命
の
尊
重
、

ほ
ん
け
ん
　
そ
ん
り
ん
　
　
　
　
　
　
じ
い
く
　
　
ひ
じ
エ
ー
ー
∴
●
二

人
間
の
尊
厳
な
ど
の
自
覚
が
非
篤
に
高

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
方
で

人
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
e
～
－
リ
∴
∴
‥
∵
L
p
う

は
古
い
し
き
た
り
や
不
合
理
な
因
習
が

今
も
な
お
、
根
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。

牢
々
り
ん
∴
∴
〇
二
P
l
∴
”
亨
で
あ
さ
′
∴

そ
れ
が
、
人
間
の
自
由
・
平
等
を
無

糾
し
、
点
轍
を
離
す
よ
う
な
離
豹
に
つ

な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

∪
ん
は
も
　
　
し
村
か
い
　
　
　
　
　
　
し
ん
義
人

ま
た
、
今
日
の
社
会
で
は
、
新
聞
、

マ
ス
コ
ミ
な
ど
に
よ
っ
て
だ
え
ず
、
幼

U
は
も
し
○
∴
－
？
ん
o
∴
∴
競
し

い
と
き
か
ら
、
支
配
者
の
論
理
を
教
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
「
す
ぐ
に
あ
き
ら
め
る
。
」

と
か
、
「
自
分
は
何
を
し
て
も
だ
め
は

んだ。」と
い
う
よ
う
な
意
識
が
生
ま
れ
て
く

蕊
節
諜
澄
麓
の
軽
に
残
っ
て
い

ふ
　
さ
弓
：
ソ
∴
‥
o
 
h
X
b
e
e
い
∴
∴

る
不
合
理
や
非
民
主
性
に
目
を
つ
け
、

そ
こ
か
ら
問
題
を
と
り
あ
げ
、
こ
れ
を

か
い
せ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
L
o
，
か
つ
ど
う

改
善
し
て
い
こ
う
と
す
る
学
習
活
動
の

中
に
、
は
っ
き
り
と
位
置
づ
け
て
進
め

ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

た
だ
戦
に
、
剛
和
郎
離
だ
け
が
ポ
ッ

ン
と
存
在
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ふ
じ
人
　
　
ら
　
い
　
　
き
，
0
ふ
う

ん
。
例
え
ば
、
婦
人
の
地
位
の
向
上
と

あ
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
か
ん
l
よ
，
　
じ
よ
う
け
人
　
々
か

か
、
恵
ま
れ
な
い
環
暁
や
条
件
の
中
で

勝
浦
し
て
い
る
天
幕
に
難
す
る
概
則
の

て
e
d
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
人
繕
い
　
　
　
i
C
A
I
，
人

撤
廃
な
ど
と
い
う
問
題
は
、
人
間
と
し

b
 
D
l
∴
か
よ
2
…
，
∴
む
か
ら
け
い
∴
∴
」
ご

て
の
自
由
や
平
等
と
無
関
係
に
は
考
え

ら
れ
ま
せ
ん
。
と
同
時
に
、

L
e
ふ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
e
t
I
そ
ん
あ
ん

社
会
に
お
い
て
、
市
町
村
民

0
人
÷
り
∴
∴
∴
じ
二
㌢

と
し
て
の
権
利
や
自
由
を

る
の
で
す
。
そ
し
て
、
人
間
の
持
っ
て

い
る
鰯
加
か
有
難
を
離
じ
、
「
自
分
は

を
は
　
　
で
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
‘
ち
ー
∴
あ
あ

何
も
出
来
な
い
。
」
と
い
う
気
詩
を
育
て

て
し
ま
う
の
で
す
。

0
3
人
∴
∴
∴
∴
む
こ
そ
∵

そ
の
た
め
に
も
、
悲
惨
で
、
無
権
利

な
勝
浦
甜
難
に
お
と
し
い
れ
ら
れ
て
い

0
0
1
h
ん
　
　
●
　
・
　
●
　
　
た
た

る
住
民
の
ね
か
い
を
正
し
く
は
り
お
こ

し
、
組
織
し
、
た
ち
あ
が
ろ
う
と
す
る

九
人
た
い
て
●
∴
∴
じ
ー
て
・
∴
1
　
　
　
　
　
　
　
　
し
○
か
い

連
詩
的
な
自
覚
を
身
に
つ
け
、
社
会
に

O
C
∴
－
p
U
p
ん
∴
∴
L
T
　
，
0
∴
∴
．
P
い
が
人

残
る
矛
盾
や
不
合
理
を
改
善
し
て
い
こ

L
p
た
い
て
l
ー
－
亨
か
ら
∴
一
三

う
と
す
る
主
体
的
な
カ
を
育
て
ろ
こ
と

L
e
か
い
‘
よ
ー
い
く
　
　
　
　
　
　
　
と
～
わ
ミ
よ
，
い
く

が
「
社
会
教
育
に
お
け
る
同
和
教
育
L

l
偶
人
で
＿
－
∴
か
こ
－
町

の
基
本
的
な
任
務
と
言
え
る
で
し
ょ
う

L
e
を
い
と
ー
b
l
t
，
い
く
　
　
　
　
　
か
て
い
∴
∴
．
ど
で
か
い

「
社
会
面
和
教
育
」
は
、
家
庭
や
社
会
の

い
ら
じ
ら
　
　
　
　
し
人
が
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
，
b
i
－
b
　
く

著
し
く
侵
害
さ
れ
て
い
る
同
和
地
区

＿
と
∴
∴
∴
∴
∴
き
ん
だ

の
人
び
と
の
問
題
と
も
か
か
わ
り
が
あ

る
の
で
す
。

し
ら
ふ
い
－
よ
ー
い
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ん
め
ん

社
会
教
育
の
そ
れ
ぞ
れ
の
断
面
に
、

剛
か
融
難
に
つ
な
が
る
熊
多
の
邸
瀧
動

じ
っ
∴
∴
ふ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
∴
∴
∴
－
ひ

実
が
含
ま
れ
て
い
ろ
こ
と
に
目
を
向
け

訣
鵬
の
剛
球
や
、
そ
れ
を
め
ぐ
る
糖

や
み
や
苦
し
み
は
、
決
し
て
部
諸
問
題

だ
け
に
限
ら
れ
た
も
の
で
な
く
、
わ
れ

わ
れ
全
体
の
む
や
み
や
苦
し
み
、
あ
る

い
摸
蕾
へ
の
ね
が
い
と
根
を
同
じ
く

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
連
結
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（完）

懲
え
る
秋
／

馨
大
山
へ
パ
ス
ハ
イ
ク
を
計
画
し
参
加
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時

昭
和
5
4
年
n
月
2
日
（
8
時
3
0
分
集

合
）
～
n
月
4
日
（
1
時
解
散
）

▽
会
費

大
人
　
8
8
0
0
円

子
供
　
7
0
0
0
円

▽
申
込
み
、
問
い
合
わ
せ
先

昼
　
今
橋
書
店
　
培
話
（
3
）
0
0
3
8

夜
　
加
瀬
祐
吉
　
電
話
（
3
）
3
6
5
9

「
目
で
み
る
県
政
教
室
」
の

参
加
者
募
集

県
で
は
、
「
目
で
み
る
県
政
教
室
」

の
参
加
者
を
次
の
要
領
で
募
集
し
て
い

ま
す
。
こ
の
教
室
は
、
県
の
仕
事
や
施

設
を
紹
介
し
、
県
政
に
対
す
る
理
解
と

関
心
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
い
う
も
の

です。

▽
日
時
　
昭
和
塊
年
日
月
2
0
日
（
火
）

9
時
か
ら
1
7
時
ま
で

▽
見
学
施
設

（
A
コ
ー
ス
）
　
栽
培
漁
業
セ
ン
タ

ー
・
少
年
自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」

・
教
育
セ
ン
タ
ー

（
B
コ
ー
ス
）
教
育
セ
ン
タ
ー
・
九

州
歴
史
資
料
館
・
給
食
セ
ン
タ
ー

▽
集
合
及
び
解
散
地

（
A
コ
ー
ス
）
　
国
鉄
小
倉
駅
北
口

（
B
コ
ー
ス
）
　
飯
按
市
役
所
前

∇
集
合
時
間
　
（
A
）

－
ス
と
も
9
時

▽
募
集
人
員
　
（
A
）

（
B
）
両
コ

（
B
）
両
コ

ー
ス
と
も
5
0
人

▽
応
募
資
格
　
県
内
に
住
む
約
才
以
上

の
健
康
な
男
女

▽
参
加
料
　
無
料

∇
そ
の
他
　
昼
食
及
び
バ
ス
は
県
で
用

意
し
ま
す
。

▽
申
し
込
み
方
法
　
昭
和
塊
年
n
月
5

日
ま
で
に
往
復
ハ
ガ
羊
で
①
住
所
②

氏
名
⑨
年
令
④
性
別
⑤
職
業
⑥
笹
話

番
号
⑦
希
望
コ
ー
ス
を
明
紀
の
う
え

〒
8
1
0
　
福
岡
市
中
央
区
天
神
1

の
1
の
1
　
福
岡
県
総
務
部
広
報
室
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住
宅
金
融
公
庫
の

融
資
の
お
知
ら
せ

住
宅
金
融
公
呼
で
は
、
個
人
向
け
住

宅
資
金
の
受
付
け
を
、
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

▽
受
付
期
間

昭
和
塊
年
1
0
月
1
日
－
昭
和
孤
軍
1
0

月
2
7
日

▽
融
資
種
別

l
　
個
人
住
宅
建
設
資
金

2
　
マ
ン
シ
ョ
ン
購
入
資
金
（
福
岡

市
、
北
九
州
市
に
建
設
さ
れ
た

も
の
の
み
）

3
　
建
毒
住
宅
賠
入
資
金

▽
融
資
限
度
額

l
　
個
人
住
宅
最
高
4
4
0
万
円

（木造）

2
　
マ
ン
シ
ョ
ン
最
高
6
7
0
万
円

3
　
建
売
住
宅
最
高
7
0
0
万
円

（土地付）

▽
利
率

年
利
率
　
5
・
5
％

▽
返
済
期
間

木
造
2
5
年
以
内
　
耐
火
構
造
3
5
年
以

内
▽
返
済
方
法

元
利
均
等
毎
月
払
い
、
ま
た
は
毎
月

払
い
と
、
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
、

な
お
当
初
3
年
間
、
返
済
額
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
詳
細
は
、
公
脇
業
務
取
扱
金

融
機
関
ま
た
は
、
住
宅
金
融
公
麿
福
岡

支
所
　
電
話
0
9
3
（
7
1
2
）
5
5

5
5
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

巡
回
交
通
事
故
相
談

開
設
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

昭
和
弧
年
度
後
期
（
同
月
～
3
月
）

の
巡
回
交
通
蒋
故
相
談
が
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
利
用
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▽
期
日
及
び
場
所

n
月
6
日
（
火
）
・
1
2
月
4
日
（
火
）

1
月
7
日
（
月
）
・
2
月
5
日
（
火
）

3
月
4
日
（
火
）

以
上
、
中
間
市
民
談
話
室

1
0
月
n
日
（
木
）
・
Ⅱ
月
払
日
（
水
）

1
2
月
1
2
日
（
水
）
・
1
月
9
日
（
水
）

2
月
1
3
日
（
水
）
・
3
月
1
2
日
（
水
）

以
上
、
薗
方
市
民
相
談
室

▽
開
設
時
間

的
時
－
舶
時

ま
た
、
次
の
と
お
り
常
設
の
相
談
所

も
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所
（
福
岡
県

庁
南
別
館
一
階
）
　
種
話
0
9
2

（
1
1
1
）
4
6
3
9

移
動
県
政
及
び

交
通
事
故
柏
韻
の
お
知
ら
せ

県
で
は
、
福
祉
、
年
金
、
道
路
、
保

健
な
ど
の
県
政
一
般
に
対
す
ろ
愚
見
、

要
望
、
苦
階
や
交
通
専
政
な
ど
の
相
談

に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ

▽
期
日
　
0
0
月
1
6
日
（
火
）

▽
時
開
　
場
時
～
鵬
時

▽
場
所
　
中
関
前
勤
労
腎
少
年
ホ
ー
ム

な
お
、
詳
細
は
、
県
総
務
部
広
報
室

記
譜
0
9
2
（
7
7
1
）
6
0
5
0
に

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

宗
像
大
社
菊
花
会
の
お
知
ら
せ

昭
和
5
4
年
日
月
1
日
～
日
月
2
4
日
ま

で
宗
像
大
社
で
、
恒
例
の
菊
花
会
が
行

わ
れ
ま
す
。
美
し
い
菊
を
観
賞
し
、
花

を
愛
す
る
ゆ
と
り
の
あ
る
人
心
を
育
成

し
、
堂
か
な
家
庭
を
築
き
ま
し
ょ
う
。

「
お
魚
ま
つ

り
」
開
催
の

お
知
ら
せ

魚
食
普
及
の
た

め
「
お
魚
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ

揺

刺
身
、
寿
司
の
試
食
会
、
調
理
の
競
技

会
、
動
物
実
演
版
等
が
解
さ
れ
ま
す
の

で
、
町
民
の
み
な
さ
ん
多
数
の
観
覧
を

お
願
い
し
ま
す
。

▽
日
時
　
軸
和
5
4
年
同
月
純
白

的
時
0
0
分
よ
り
　
1
5
時
0
0
分
ま
で

▽
場
所
　
連
館
郡
水
巻
町
立
屋
敷

遠
賀
魚
市
場

回
国
園

田
和
5
4
年
慶
福
岡
県

行
政
書
士
試
験
の
お
知
ら
せ

な
お
、
後
援
は
福
岡
県
、
遠
賀
町
か

ら
も
遠
賀
町
長
樋
を
交
付
し
ま
す
。

▽
受
験
費
梅

高
楼
卒
業
の
者
。
知
弾
が
認
定
し
た

者
。
公
務
員
で
行
政
畑
務
の
担
当
期

間
が
3
年
以
上
の
者
。
行
政
啓
上
の

補
助
者
と
し
て
4
年
以
上
の
者
。

▽
試
験
方
法

行
政
奮
士
の
業
務
に
関
し
必
要
な
法

令
。
一
飯
常
識
。
作
文
。

▽
試
験
日
時

昭
和
孤
軍
Ⅱ
月
8
日
　
1
3
時
～
1
6
時

▽
受
付
期
間

昭
和
5
4
年
1
0
月
n
H
I
脚
和
5
4
年
同

月
2
4
日
ま
で
（
2
4
日
の
消
印
有
効
）

な
お
、
詳
細
は
、
福
岡
県
総
務
部
地

方
課
∴
笹
話
0
9
2
（
7
5
1
）
1
1

1
6
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

昭
和
5
4
年
度
舘
2
回

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

お
知
ら
せ

▽
試
験
日

昭
和
5
4
年
日
月
日
日
（
臼
）

▽
試
験
種
類

甲
種
、
乙
謡
（
4
、
5
、
6
類
）
及

び
丙
種

▽
受
付
期
間
及
び
受
付
場
所

闇
和
製
年
1
0
月
1
8
日
～
1
9
日
　
北
九

州
市
消
防
局
　
1
0
時
－
∴
同
時

昭
和
5
4
年
1
0
月
1
5
日
－
1
7
日
　
照
消

防
防
災
課
　
1
0
時
～
1
6
時

昭
和
5
4
年
度

危
険
物
販
抜
者
に
対
す
る

保
安
講
習
の
お
知
ら
せ

▽
講
習
期
日
及
び
場
所

昭
和
5
0
年
日
月
5
日
、
6
日
、
7
日

新
日
鉄
八
幡
労
働
会
館

▽
受
付
期
聞
及
び
受
付
場
所

昭
和
塊
年
1
0
月
泌
ロ
ー
2
6
日
　
北
九

州
市
消
防
局
　
1
0
時
I
∴
同
時

薫言よ友よ子よ
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八
幡
総
合
市
電
職
業
訓
練
生
募
集

就
職
状
況
の
さ
び
し
い
折
柄
、
特
定

の
技
能
を
身
に
つ
け
ろ
こ
と
は
、
本
人

は
も
と
よ
り
地
域
産
業
の
発
展
に
寄
与

す
る
も
の
と
思
い
ま
す
の
で
、
職
業
訓

練
法
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
中
卒
及

び
高
校
卒
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た
公

共
職
業
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

舘
感
m

▽
訓
練
の
頼
類

（
普
通
訓
練
課
程
・
一
類
）
　
○
機

械
専
攻
　
○
機
械
仕
上
専
攻
　
○
板

金
　
○
溶
接
　
○
語
気
工
郵

（
普
通
訓
練
課
程
・
二
類
）
　
○
機

械
類
値
制
御
　
○
電
気
工
戟

▽
訓
練
期
間

（
一
類
）
　
2
ヶ
年

（
二
類
）
　
1
ヶ
年

▽
応
募
資
格

（
一
類
）
　
中
卒
以
上
の
学
力
の
者

（
二
類
）
　
高
卒
以
上
の
学
力
の
者

▽
募
集
期
間

（
一
類
）
　
胴
和
5
4
年
1
2
月
1
日
～

昭
和
5
5
年
1
月
1
9
日

（
一
類
）
　
筆
記
試
験
及
び
面
接

（
二
類
）
　
面
接
の
み

な
お
、
詳
細
は
、
〒
8
0
6
　
北
九

州
市
八
幡
西
区
人
生
3
丁
目
5
の
1

種
話
0
9
3
　
（
6
4
1
）
　
4
9
0
6
・

6
9
0
9
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

自
衛
官
（
2
等
陸
海
空
士
）
募
集

▽
受
験
資
格

1
8
才
～
2
4
才
ま
で
の
健
康
な
男
女

▽
申
込
期
間

男
性
は
毎
日
受
付
、
女
性
は
昭
和
5
4

年
的
月
1
日
I
m
月
2
0
日

▽
試
験
日

男
性
は
毎
週
火
頓
日
・
金
曜
日
、
女

怪
は
1
0
月
終
日

な
お
、
詳
細
は
、
役
場
庶
務
課
ま
で

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

（二類）

▽
選
考
月
日

（一類）
（二類）

∇
選
考
方
法

随
時

昭
和
5
5
年
1
月
3
1
日

随
時

防
衛
大
学
校
学
生
募
集

▽
受
験
資
格

高
校
卒
ま
た
は
、
来
春
卒
業
見
込
み

で
2
1
才
未
満
の
健
康
な
男

▽
申
込
期
間

昭
和
瓢
箪
同
月
1
日
～
m
月
餅
日

▽
試
験
日

昭
和
塊
年
Ⅱ
月
3
日
・
4
日

▽
試
験
場
所

北
九
州
予
備
校
小
倉
校

な
お
、
詳
細
は
、
役
場
庶
務
課
ま
で

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

会
員
募
集

「
遠
賀
ク
ラ
ブ
」バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
員
募
集

▽
男
子
　
町
内
在
住
の
中
学
卒
業
以
上

の
方

▽
女
子
　
町
内
在
住
の
中
学
卒
業
以
上

～
2
9
才
ま
で
の
方

▽
主
婦
　
町
内
在
住
の
満
猫
才
以
上
の

既
婚
者

∇
練
習
日
時
と
会
拗

男
子
　
水
曜
∴
思
円
小
学
校
体
育
館

金
曜
　
亀
田
小
学
校
体
育
館

女
子
　
月
曜
　
広
渡
小
学
校
体
育
鏑

木
圃
　
遠
賀
中
学
校
体
育
館

主
婦
　
火
曜
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

土
曜
　
広
渡
小
学
校
体
育
館

い
ず
れ
も
1
9
時
～
2
1
時
5
0
分

▽
会
費
∴
瑞
枝
生
　
　
　
　
3
0
0
円

大
学
、
社
会
人
　
5
0
0
円

主
婦
　
5
0
0
円

▽
問
い
合
せ
先

（
男
子
及
び
女
子
）

薬
　
和
徳
∴
昼
（
3
）
　
1
2
3
4

夜
（
3
）
　
1
5
2
5

（主婦）

金
屋
春
枝
子
　
（
3
）
3
6
8
3

辻
　
　
桂
子
　
（
3
）
1
4
1
4

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ

入
会
希
富
者
募
集

e
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
到
来
‘

誰
で
も
一
度
は
庭
先
で
ラ
ケ
ッ
ト
を

換
っ
た
導
の
有
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
汗

を
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

初
心
者
の
方
も
大
歓
迎
、
初
秋
の
夕

方
散
歩
が
て
ら
一
度
練
習
を
見
に
来
て

下
き
い
。

毎
週
、
火
・
金
岡
そ
れ
ぞ
れ
幽
門
小

広
渡
小
、
各
体
育
館
で
、
鳩
時
よ
り
2
1

時
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。

⑤
問
い
合
せ

広
漠
遠
賀
団
地
四
組

中
西
　
隆
　
（
3
）
3
7
7
1

※
1
9
時
以
降

阜
球
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

∇
練
習
日
　
毎
週
水
曜
日
、
土
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
5
0
分
－
2
1
時
0
0
分

▽
会
　
場
∴
広
涯
小
学
校
体
育
館

▽
入
会
金
　
3
0
0
円

▽
会
　
費
一
カ
月
　
5
0
0
円

▽
申
込
先
　
面
接
会
場
に
来
ら
れ
る
か

遠
賀
用
談
尾
修
身
（
3
）
　
0
1
1
6

ま
で
連
絡
下
さ
い
。

社
交
ダ
ン
ス
の
龍
宮
会
を

開
催
し
ま
す

冬
は
社
交
ダ
ン
ス
の
シ
ー
ス
ン
で

す
。
遠
賀
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
研
究

会
で
は
、
次
の
日
程
で
社
交
ダ
ン
ス
の

灘
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
。
男
女
、
年
令
は
問

い
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
楽
し
く
ダ
ン
ス

を
踊
り
ま
し
ょ
う
。

今
年
の
冬
は
、
あ
な
た
が
主
役
で

す。▽
練
習
日
　
0
0
月
、
日
月
の
毎
週
火
隠

金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時
5
0
分

∇
場
　
所
　
遠
賀
町
公
民
館
別
館
ホ
ー

ル
　
（
郵
僻
局
機
）

V
全
　
数
　
2
0
0
円
（
一
カ
月
）

▽
問
い
合
せ
　
添
田
定
雄
（
3
）
2
9

空
手
教
室
生
徒
募
集囲

▽
対
　
象
　
小
学
生
以
上
、
一
般
ま
で

∇
練
溜
日
∴
釦
遡
火
曜
日
、
木
曜
日

▽
時
∴
胸
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
武
道
場
（
役
場
横
）

▽
指
導
者
　
蛮
発
会
絵
本
郊
道
場

小
田
、
中
井
各
四
段
、
半
田

二
段

⑤
希
望
者
は
、
武
道
場
に
粟
ら
れ
る

か
、
教
育
委
員
会
半
田
（
3
）
　
1

3
5
5
に
囲
い
合
せ
下
さ
い
。

※
来
る
n
月
日
〓
r
H
）
遠
賀
町
武
道

場
に
お
い
て
約
時
よ
り
壌
手
道
大
会

を
行
い
ま
す
の
で
一
般
の
方
々
も
是

非
ご
観
覧
下
さ
い
。
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健腰と活力づく　りにご飯を食べましょ　う

今
月
の
税
金

県
　
民
　
税
　
　
　
3
期
分

納
期
限
　
　
同
月
2
5
日
ま
で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う

▽
期
　
日

▽
時
　
間

▽
対
象
者

∇
場
　
所

▽
持
参
品

▽
内
　
容

1
0
月
は
乳
児
一
斉
検
診
を

し
ま
し
た
の
で
中
止

日
月
鳩
目
（
月
）

9
時
約
分
～
日
時
5
0
分

1
歳
未
満
児

役
場
保
健
室

母
子
手
帳

体
重
、
身
長
等
の
測
定
、

食
車
等
の
相
談
指
導

母
子
手
帳
交
付
日

▽
期
　
日
　
毎
月
第
2
・
第
4
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
0
時

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
持
参
品
　
印
鑑

▽
そ
の
他
o
母
子
手
帳
の
使
用
法
、
妊

娠
中
の
生
活
指
導
を
し
ま

す
の
で
必
ず
本
人
が
受
け

取
り
に
来
て
下
さ
い
。

o
妊
娠
届
は
早
目
に
保
健
所

に
出
し
て
下
さ
い
（
毎
週

水
曜
日
1
3
時
か
ら
受
付
）

老
　
人
　
横
　
形

▽
期
　
日
　
同
月
妙
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
m
時
～
1
4
時
（
1
2
時
か
ら

1
3
時
ま
で
昼
休
み
）

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

▽
対
象
者
　
満
6
5
歳
以
上
の
大
全
貝

▽
診
査
内
容
。
問
診
o
血
圧

o
検
尿
。
血
色
素
検
査

秋
の
予
防
接
遍

＜
予
防
接
種
の
申
込
方
法
∨

鐙

各
予
防
接
種
の
1
週
間
前
か
ら
前
日

ま
で
に
印
鑑
持
参
の
う
え
、
衛
生
係
に

申
込
み
を
し
て
、
問
診
票
を
受
領
し
て

下
さ
い
。
問
診
票
を
受
領
さ
れ
な
い
と

予
防
接
穂
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

－
－
一
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き

・破傷風）

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
（
急
性
灰
白
磁
炎
）

右
の
二
つ
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
は

広
報
の
9
月
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

▽
矧
　
間
　
1
0
月
鮪
日
～
Ⅱ
月
5
0
日

▽
時
　
間
　
各
医
院
・
病
院
の
診
療
時

間
内

▽
場
　
所
　
町
内
各
医
院
・
病
院

（
青
柳
病
院
・
占
都
医
院

・
村
田
医
院
）

▽
対
象
者
　
3
歳
以
上
の
希
望
者
全
員

▽
料
　
金
　
3
～
胸
爺
未
満
　
無
料

記
載
以
上
　
1
回
に
つ
き

6
2
0
円

∇
接
麗
方
法

l
週
間
か
ら
4
週
間
の
間

隔
を
お
い
て
2
回
接
種
。

免
疫
効
果
を
た
か
め
る
た

め
に
は
、
4
週
間
の
間
藤

を
お
い
て
注
射
す
る
事
が

望
ま
し
い
。

▽
持
参
晶
　
印
鑑
・
朝
の
体
温
・
料
金

以
上
が
な
い
と
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
そ
の
他
　
1
5
歳
未
満
、
生
保
及
び
町

県
民
税
が
均
等
割
額
以
下

の
世
帯
の
方
で
接
凄
希
望

者
は
、
役
場
に
印
鑑
を
持

参
し
て
下
さ
い
。
無
料
券

を
発
宿
し
ま
す
。

手
遅
れ
で
泣
く
よ
り
笑
顔
で
ガ
ン
検
惨

（
追
加
胃
ガ
ン
検
診
受
付
）

o
申
込
み

∇
場
　
所
　
役
場
保
健
衛
生
係

▽
申
込
み
期
限
　
Ⅱ
月
1
5
日
か
ら

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

▽
定
　
員
　
柳
名

▽
費
　
用
　
2
7
0
0
円
（
内
1
7
0

0
円
を
町
が
補
助
し
ま

す）

▽
申
込
み
は
印
鑑
と
1
0
0
0
円
を
添

え
て
宿
接
窓
口
ま
で

◎
検
　
診

▽
期
　
日
　
1
2
月
調
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
8
時
0
0
分
－
日
時

検
査
　
9
時
か
ら

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
（
役

場横）

狂
犬
病
予
防
注
射
（
追
加
）繊

▽
日
　
時
　
1
0
月
柳
日
（
月
）

的
時
～
日
時
0
0
分

▽
場
　
所
　
役
場
車
座
前

▽
料
　
金

〇
番
注
射
済
犬
　
1
0
0
0
円

。
そ
の
他
の
犬
　
3
0
0
0
円

▽
不
用
犬
引
き
取
り

同
月
柳
日
　
1
0
時
～
日
時
5
0
分

役
場
事
由
前

毒
ヘ
ビ
（
ま
む
し
）
の
血
清
が
あ
り
ま

す

役
場
保
健
衛
生
係
で
は
蕾
へ
ピ
事
故

防
止
の
た
め
、
ま
む
し
用
の
血
清
を
保

管
し
て
い
ま
す
。
も
し
か
ま
れ
た
ら
御

利
用
下
さ
い
。

▽
か
ま
れ
た
ら

①
キ
ズ
ロ
よ
り
心
域

に
近
い
関
節
付
近

で
血
の
流
れ
を
止

め
る
（
ひ
も
等
で
き
つ
く
し
は
ろ
）

⑧
キ
ズ
ロ
よ
り
血
と
い
っ
し
ょ
に
誌
を

し
ぼ
り
出
す
。

⑧
救
急
車
の
手
配
を
す
る
。

④
役
場
で
血
清
を
受
け
取
る
。

⑤
病
院
で
手
当
を
受
け
る
。

ゴ
ミ
収
基
・
し
尿
く
み
振
り
は
つ
い
て

○
ゴ
ミ
収
集
、
し
尿
く
み
取
り
申
込
み

は
早
目
に
し
て
下
さ
い
。

○
料
金
の
未
納
が
な
い
よ
う
に
し
て
下

さい。

〇
ゴ
ミ
は
町
指
定
の
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て

下
さ
い
。
（
ポ
リ
バ
ケ
ツ
で
出
さ
れ

た
場
合
バ
ケ
ツ
の
破
損
等
の
責
任
は

負
い
ま
せ
ん
。
）

◎
し
尿
浄
化
櫓
巡
回
指
導
に
つ
い
て

し
尿
浄
化
槽
（
脚
人
指
以
下
）
の
設

置
者
に
対
し
、
維
持
管
理
の
知
識
同
上

と
適
正
な
管
理
の
徹
底
を
図
り
、
水
質

基
準
に
適
合
す
る
放
流
水
の
排
出
に
努

め
、
も
っ
て
生
活
環
境
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
県
の
委
託
を
受
け

た
（
財
）
福
岡
県
浄
化
槽
協
会
が
巡
回

指
導
に
伺
い
ま
す
。
又
、
昭
和
5
5
年
l

月
か
ら
そ
の
維
特
管
理
に
つ
い
て
一
年

以
内
ご
と
に
一
回
定
期
的
に
検
査
を
す

る
よ
う
に
法
に
よ
り
義
務
づ
け
ら
れ
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

範

▽
巡
回
指
導
期
間
　
執
年
目
月
末
ま
で


